
学外との研究サンプル等（マテリアル）の提供や入手のための

岩手大学における研究成果有体物

管理システム（ＭＭＣ）の使い方

※岩手大学は九州大学有体物管理センター（ＭＭＣ）が構
築した管理システムの利用について協定を締結し国内４
大学（2014年3月時点）が連携利用しています。



<ＭＭＣ利用にあたっての手続き>

本学研究者がマテリアルの譲渡依頼を承諾する場合

↓
【本学研究者】ＭＭＣのＷｅｂアドレスを学外研究者に案内（英文ページもあり）

【学外研究者】Ｗｅｂからオーダー入力

（オーダー入力の際、学外研究者ご自身にも『マイページ』の設定をしていただきます）

↓
【岩大/研究推進機構】ＭＴＡの締結・決裁手続きやマテリアル発送

【本学研究者】手続き進行状況や契約内容をWebでいつでも確認するこ
とができます

<学外からの提供依頼があった時>

（※備考）本学研究者がＭＭＣに登録済の他大学マテリアルの受領を希望する場合についても利用
できます。Ｗｅｂから自分でマテリアル受領依頼をすることで他大学の事務担当者と連絡をとり、受領
することができます。 2

本学研究者が自身のマテリアルをＭＭＣに登録して、他大学や企業への
提供を行うには、まずご自身の『マイページ』の設定をしていただきます。
（ご自身のメールアドレス、パスワ－ド等の設定）



<ＭＭＣの活用状況>

• ２０１３年５月にＭＭＣサイトに加盟・運用開始
（ＭＭＣ利用に関する大学となるための覚書締結（２０１２年７月）

• ＭＭＣ加盟後の２年でＭＴＡを取り交わしたのは海外
件11、国内５件。

• ２０１３年度以前の締結済みＭＴＡ分についても、ＭＭＣの
データベースを利用して履歴や契約書を管理しています。

• 学外に提供可能な皆さまのマテリアルを積極的にご登録く
ださい。現在、学内の新規マテリアル登録受付中です。
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<メリット>～海外の研究機関との連携～

現在ネパール、ベトナム、インドネシアの３か国の研究機関と連携を構築して
います。共同研究管理のノウハウや留意点がＷｅｂ上でシェアされていますの
で、本学と海外の研究機関との共同研究を行う際の参考とすることができます。

これらの国の利用可能な生物資源の情報を順
次ご紹介してまいります。
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